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令和元年６月橋本市議会定例会会議録（第６号）その５ 

令和元年６月28日（金） 

                                        

日程第８ 議員派遣の件 

○議長（土井裕美子君）日程第８ 議員派遣

の件 を議題といたします。 

 本件については、会議規則第166条第１項及

び第２項の規定により、お手元に配付のとお

り、議員を派遣することにいたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案はそのように決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議員派遣の件が議決されましたが、

派遣場所、派遣期間等に変更があった場合、

その決定については、議長に委任されたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、そのように決しました。 

                     

日程第９ 委員会の閉会中の継続審査の件 

○議長（土井裕美子君）日程第９ 委員会の

閉会中の継続審査の件 を議題といたします。 

 経済建設委員会委員長から、委員会におい

て審査中の議案第14号 橋本市水道事業給水

条例の一部を改正する条例について につき

まして、会議規則第111条の規定により、お手

元に配付いたしました申出書のとおり、閉会

中の継続審査をいたしたい旨の申し出があり

ます。 

 お諮りいたします。委員長申し出のとおり、

閉会中の継続審査に付することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員長申し出のとおり、それぞれ閉会

中の継続審査に付することに決しました。 

                     

○議長（土井裕美子君）以上で本日の日程は

終わりました。 

 これにて本議会に付議された案件の審議は

全部終了いたしました。 

                     

○議長（土井裕美子君）閉会にあたり、市長

から発言の申し出がありますので、これを許

します。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）６月市議会定例会の閉

会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上

げます。 

 議員各位におかれましては、10日の開会か

ら本日まで19日間にわたりましてご提案させ

ていただきました議案17件の全てに対して、

慎重なるご審議を賜り、厚くお礼を申し上げ

ます。 

 審議の過程でいただきましたご意見、ご指

摘等につきましては、今後十分その意を踏ま

え、市民の皆さまの信頼に応えることができ

ますよう検討してまいります。 

 上下水道につきましては、７月17日の恋野

地区公民館を皮切りに住民説明会を開催し、

本市の上下水道事業の状況や経営などについ

て十分に説明させていただき、市民の皆さん

の声も聞きながら理解いただけるように努力

を続けてまいります。 

 また、水の安定供給や生活環境の改善に向

け、今後も耐震化や老朽化対策に引き続き取

り組むとともに、経営の安定化に向けて施設

のダウンサイジングや事業規模の抑制、計画
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の見直しなども継続してまいりたいと考えて

います。 

 それで、議員並びに市民の皆さんにもご理

解いただきたい点は、この過剰な水道施設と

いうのは、当時の長期総合計画の中で議決を

され、そして水道を拡張する予算を議会で通

していただいてこの施設をつくってきた。そ

のときに、職員になぜつくったんやというよ

うな質問もたくさん出ようかと思うんですけ

ども、これはあくまで今の職員はまだ奉職を

していない前の話でもありまして、なかなか

明確に答えることはできないと思いますし、

私もまだ学生やったと思いますので、この経

緯については詳しくお答えすることはできま

せんけども、批判はお受けをしたいと思いま

す。 

 ただ、今私たちがやっていかなければなら

ないのは、この14万5,000人という過剰な水道

施設をどう適正に戻していくのか、あるいは

老朽化対策、あるいは耐震化という問題を、

やっぱりどうクリアしていくのかというふう

な問題もありまして、今回多くの市民の皆さ

んにも水道事業というところにぜひ興味を示

していただいて、この説明会の中で詳しい説

明あるいは質問をしていただけたらなという

ふうに思っています。 

 下水道につきましても、現状、昨年までは

特別会計でしたので多額の基準外繰り出しを

しておりますけども、今年から企業会計にな

ったというふうなこともありまして、私が市

長になってからはその計画の予算を今約半分

ぐらいにしていますけども、そういうふうに

縮減をしながらやっています。 

 ただ、私たちも区・自治会の皆さんから要

望で下水道を引いてくれというようなお話が

あったときに、いろいろ本当につないでくれ

るんですかというお話もさせていただくんで

すけども、現状、下水道を持っていっても、

やはり高齢化という問題で、私もこれは無理

はないのかなと思うんですけどもなかなか下

水につないでくれない。投資だけが増えてい

くという現状もあることも、皆さんには認識

をしていただきたいと思います。 

 先ほど意見書もいただきましたので、和歌

山県とも負担の軽減については、水道も同様

ですけども、和歌山県にも担当課とこれから

話を進めながら、橋本市の負担の軽減という

ところにも取り組んでまいりますので、今回、

下水道に関しましては否決という厳しいお話

もいただいておりますし、ただ、問題を先延

ばしにすればするほど、次のときにさらに料

金が上がるという可能性もある。先ほど下が

るというお話でしたけども、それはなかなか

難しい問題で、上がっていくというのが今の

私たちの試算の一つであります。 

 この辺についても丁寧に説明をさせていた

だきますので、私たちにとってもなかなか一

般会計から出していいというお話ですけども、

現実は職員の給料カット、人員削減の中で現

在財政運営を何とかできていますので、その

中でさらに一般会計から繰り出す財源の確保

ということがまた大きな問題になってきます

ので、私たちも考えているのは、市民の皆さ

んの将来の負担をどれだけ下げていけるのか

というところが、今私たちにとっても与えら

れた大きな課題かなというふうに思っており

ますので、また説明会等でいろいろご質問、

ご意見をいただければなというふうに思いま

すので、よろしくお願いをしたいと思います。

私たちも、できるだけ市民の負担が増えない

ような努力はしていまいりますので、よろし

くお願いをしたいと思います。 

 さて、今年の春の叙勲や褒章等において、

各分野でご功労のあった方々が受賞され、橋

本市において７名の方が受賞され、そのご功

績をたたえ、昨日祝詞の贈呈を行いました。
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受章者の皆さんは、産業や教育、看護業務、

また警察や消防、防衛の分野においてご功績

のある方々で、それぞれの分野において前向

きな取り組みを率先して行われ、活躍してこ

られました。多年にわたり習得された知識や

技術、また豊富な経験は貴重な財産であり、

非常に力強く感じたと同時に、今後もそれぞ

れの地域においてご活躍くださることを願っ

ています。 

 次に、本年も橋本市の夏祭り、紀の川橋本

サマーボール2019が８月３日に開催されます。

このサマーボール実施にあたりましては、実

行委員会の皆さまにお世話をいただき、ステ

ージイベント、花火大会などを企画していた

だいております。 

 また、今年も紀の川筋最大級の１尺玉を含

む6,000発の花火が打ち上げられます。特に本

年は、市内の保育園や幼稚園、こども園の園

児たちの願いを込めた短冊を１尺玉などに張

りつける企画もしていただいております。ま

た、この花火は多くの皆さまからのご寄附に

より打ち上げられるもので、趣旨に賛同いた

だいた方々に感謝を申し上げるとともに、議

員各位におかれましては、当日会場にて迫力

のある花火を堪能していただければと思って

います。 

 今後も雨の多い天候が続くと思いますが、

常に危機管理意識を持ち、防災対策に努める

とともに、議員各位におかれましてはご自愛

の上、今後とも積極的なご意見をいただきま

すようお願い申し上げ、６月市議会定例会の

閉会のごあいさつといたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（土井裕美子君）これにて、令和元年

６月橋本市議会定例会を閉会いたします。 

 お疲れさまでございました。 

（午前10時33分 閉会） 

      

 


